
新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケート調査 2020/9/15

1.発熱、咳等で
かかりつけ又
は初診患者が
受信する場合
の対処

１）発熱等あれば原則として電話してから
指定の時間に来て貰う。
　２）上記の場合、電話で直接、感染症対
応病院に行くよう指示する。
　３）インフルエンザの可能性が強いと
思った場合は通常通り受診させる。
　４）その他（記入）

2.指定の時間
に受診、または
直接外来に来
た上記患者へ
の対応

１）車の中もしくは隔離した場所等で待機
させ、その場所で防護服を着て新型コロ
ナウイルス抗原検査とインフル抗原検査
を行う。（コロナトリアージ）
　２）車の中もしくは隔離した場所等で待
機させ、その場所で防護服を着て新型コ
ロナウイルス抗原検査のみを行う。（コロ
ナトリアージ）
　３）防護服無しでマスク（フェイスシール
ド）と手袋装着して院内、または車の中や
隔離した場所等でインフル抗原検査のみ
を行う。
　４）その他（

１）インフルエンザ抗原陽性はもちろん、
陰性でも偽陰性の可能性あり、インフル
エンザの治療を行う。
　２）インフルエンザ抗原陰性なら感冒等
の対症療法のみ行う。
　３）インフルエンザ抗原陰性の場合、新
型コロナウイルス偽陰性の可能性がある
ので保健所にPCR検査を依頼する。
　４）インフルエンザ抗原検査をしない場
合でも、インフルエンザの疑いが強い時
はインフルエンザの治療を行う。
  ５）その他（

4.国から県に対
し、保健所と各
圏域の医師会
でタイアップし
て新型コロナウ
イルス検査態
勢を整えるよう
に指示が来て
いましたが、8
月28日に地域
の診療所で診
察から検査ま
で一括対応し
てもよいという
方針が示され
ました。これに
ついてどのよう
に考えますか。

１）医師会等で新型インフルエンザの時の
ように発熱外来をどこかに開設し時間を
決めて医師会員等が交代で診察、PCR
用検体採取に当たる。
　２）医師会等で唾液による抗原定量検
査が可能な検査センターを設置、診療所
等を受診した患者の唾液を採取してそこ
へ検査を依頼し陰性なら再度受診して貰
いインフルエンザ抗原検査を行って治療
を開始する。
　３）診療所等で新型コロナ抗原定性検
査キットを購入し医療保険等で実施す
る。ある程度のリスクはあるがその場で
判定出来、対応も早くできてよい。
　４）その他（

1.発熱、咳等でかかりつけ又は初診患者が受信する場合の対処

1 4 病院玄関でトリアージ 4 2 4 - 2
2 1 3 2 3 4 2
3 2 4 4 3 - 2
4 1 4 検討中 5 - - 検討中 2
5 1 4 痰でCOVID-19検査のみ行う 1 2 4 2
6 3 4 対応未定、医師会、保健所などと協議する 1 2 4 4 対応未定 2.指定の時間に受診、または直接外来に来た上記患者への対応
7 1 3 2 4 - 2
8 1 1 1 4 - 3
9 1 1 1 - - 3

10 4
車の中ｏｒ車のガレージで防護服で診察

4
1）の対応だが検査はしない

4 - - 2
4）・COVID-19が感染症2類である以上開
業医で対応することは困難。
・自医院を守るために

11 3 1 1 2 - インフルエンザの感染状況により①か② 3
12 1 3 2 3 - 2
13 1 4 検査センターの受診 2 3 - 2
14 1 1 3 - - 3
15 2 3 2 - - 2
16 1 3 1 3 4 2
17 2 無回答 無回答 無回答

18 4
来院時、院外で主訴等をｃｈｅｃｋして受
診。発熱外来適当かを判断する。

4
1）が理想であるが、3）の可能性もあり

1 - - 4
発熱外来でインフルエンザ抗原検査、コ
ロナ抗原定性検査を同時に検査する

19 1 4 5 - - 2

20 1 4

1）、2）を検討中です

5 - -

当地域の現状であればコロナウイルスの
行動歴や自覚症状があればＰＣＲ依頼、
インフルエンザ陰性に対してはワクチン
接種例であれば対症療法。ワクチン未接
種であればＰＣＲの結果をふまえ経過観
察、再受診を促すことを検討する。

2

21 1・3 1 2 3 4 3 3.新型コロナウイルス抗原だった患者への対応（複数可）
22 1 4 車内に待機していただき、内服薬処方のみ 2 4 - 2
23 1 1 1 4 - 3
24 1 4 検討中 2 4 - 2
25 3 4 未定 4 - - 4 未定
26 2 1 1 3 - 2
27 2 無回答 無回答 2
28 1 3 4 - - 3
29 2 4 インフルエンザの治療を始める 1 4 - 1
30 1 4 4 - - 2
31 3 3 1 2 - 3

32 1 1 2 - - 4

発熱外来開設（時間を決める…exp.11：
30～13：30）
医師会員交代で（インフルエンザキット、
コロナ抗原定性キット又はPCR（鼻咽
頭））検査を行なう（車内で待機）

33 3

・対象患者を当院をかかりつけ医にして
いる者に限定する。
・島根県西部のCOVID-19患者は1人だけ
であるし、感染経路も判明しているので発
熱・咳等の患者については昨年までと同
様の対応とする。

4

1.項のとおりの対応です。

5 - -

1.項のとおりの対応です。

4

当院は透析施行施設ですのでCOVID-19
疑診患者の診察は断ります。
6月時点でのCOVID-19罹患透析患者の
死亡率は一般患者に比べて断然多く
20％弱ですので。

34 1 1 1 4 - 3
35 1 1 2 3 - 3
36 1 1 1 3 4 2・3
37 1 3 2 - - 1
38 無回答 無回答 3 - - 2
39 1 3 2 4 - 2
40 2 3 2 4 - 1

41 1 3 2 4 - 4
唾液での検査を検査センター受診でして
もらい、陰性なら来院してもらう。

42 1 1 1 2 4 1・3
とにかく、PCR検査が医師の判断のもと
に行われるようにして欲しい。

43 1 1 2 - - 3

44 1 1 2 4 -
その時点での周囲の感染状況や行動
歴、接触歴で判断して状況に応じてPCR
検査依頼する。

2
新型コロナが市中に蔓延した場合は③の
回答で対応せざるを得ないと考えます。

45 1 4
症状の程度内容によって処方(1)を行うか
は検討中

3 4 - 2

46 2

もし院内で検査をしてコロナ陽性だった場
合に2週間の休診が必要となると院内で
のコロナ検査、コロナの唾液PCR用検体
採取も困難です。もし、院内でコロナ陽性
だったとしても休診が必要なければ対応
できる可能性もありますが。

4

防護服無しでマスク、フェイスシールド、
手袋装着の上、車の中でインフルエンザ
抗原のみ行い、陰性ならば感染症対応病
院に行くよう指示。 3 4 - 4

当院では高齢者の慢性疾患を持つ方の
定期受診を中心に行っており、コロナの
患者との隔離は現状の医院の設備にお
いて困難であると思われる。よって、コロ
ナの可能性の患者さんに対応することが
できないと思われる。どうしても選択する
となれば(2)と思われる。

47 1 4
症状の程度、内容によって処方。1）を行
うかは検討中

3 4 - 2

48 1 3 2 3 4 1 (2)でもいいかもしれません。
49 1 1 2 3 4 1

3.新型コロナウイルス抗原陰性だった患者への
対応（複数可）

4.国から県に対し、保健所と各圏域の医師会でタイアップして新
型コロナウイルス検査態勢を整えるように指示が来ていました
が、8月28日に地域の診療所で診察から検査まで一括対応して
もよいという方針が示されました。これについてどのように考え
ますか。
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